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研究成果の概要（和文）：本研究では、1940 年代から1950 年代を中心とする中国近現代期の、太湖流域農山漁
村における共同自然資源管理・利用の史的変遷に関する現地調査を行った。特に、従来研究が手薄であった山村
の調査に重点を置いた。具体的なアプローチとして、①聞き取り調査や景観調査を主とするフィールド調査、②
各種地方文献（民国期～中国建国直後の時期のトウ案史料、や族譜、個人的記録資料）の収集・分析、を採用し
た。そして、成果の一部は『近現代太湖流域農山漁村における自然資源管理に関する現地調査』（科研費基盤研
究B報告書、全345頁、2017年3月）に纏め、一橋大学機関リポジトリで公表した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we performed the field study on the historical changes in 
the management and use of natural resources in the Lower Yangtze Delta in modern and contemporary 
China, especially the period between 1940’s and 1950’s. We emphasized on the analysis of the 
mountain area which had not studied enough before. As the practical method for research, we have 
mainly adopted the following approaches: field study such as oral history and landscape research; 
collecting and analyzing several kinds of local materials (local archives, genealogies and ego 
documents). Part of the achievements has been compiled as a report (Kingendai Taikoryuiki 
nosangyoson niokeru sizenkanri nikansuru genchichosa,Hitotsubashi University,2017.3).

研究分野： 中国近現代史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）近現代中国基層社会史研究は、土地

制度史や村落構造をはじめとする様々な領
域において成果が蓄積されてきた。その中で、
満鉄慣行調査班による中国農村慣行調査以
来の村落共同体研究は枢要な位置を占めて
きた。これらの研究の主題である伝統中国の
農村における村落共同体の有無、共同性の特
質とは何かという問題は論者によって評価
が大きく分かれている。内山雅生は伝統中国
における共同体の存在を認めるのに対して、
Prasenjit Duara や上田信らは村落共同体の
存在を明確に否定した。中国基層社会に共同
体が存在しなかったのならば、「共同性」は
どのようになり立っていたのか、中華人民共
和国建国後それがどのように変容したのか
が解明されなければならないだろう。この問
いが本研究の重要な出発点の一つである。 
（２）上記の問いに関連して、高い開放性

を有した太湖流域農村に特徴的である文化
統合を主とする社村という形態が有する「共
同性」について、研究代表者は 2009-2011 年
度科研費若手研究Ｂ「中国建国初期、江南郷
鎮社会の再編に関する現地調査」において、
中華人民共和国建国後における再編過程を
分析した。また、連携研究者として参加した
2008-2011 年度科研費基盤研究Ｂ「解放前後、
太湖流域農漁村の『郷土社会』とフィールド
ワーク」（研究代表者太田出）では、近代の
太湖流域農村における共同慣行や協同関係、
太湖流域漁村における水面利用や生業上の
協同関係についての基礎的調査を行った。か
ような研究過程において直面したのは、農村
以外の漁村・山村も太湖流域社会の自然環境
を構成する重要な一部であるにもかかわら
ず、これらの研究が欠如している状況である。 
（３）また、方法論においても、自然資源

の収奪・循環という環境史的な観点やローカ
ルコモンズ論をはじめとする視点を導入し
て農村、山村、漁村それぞれの実態を解明し、
総体的に基層社会を捉えることの必要性が
強く認識されたことも、本研究課題を着想す
るに至った背景である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では以下の三点の主要目的を設定

した。 
（１）農村、漁村、山村における共同自然

資源の管理・利用について。従来の中国基層
社会史研究では農村を対象とするものが大
多数を占め、明示的に漁村や山村を対象とし
たものは寥々たる状況にある。したがって、
本研究における目的に、漁村や山村における
自然資源の管理・利用に関する事例を蓄積す
ることがある。夙に指摘されているように、
中国農村・山村には日本の入会地の如き共有
地が存在していなかった。かかる状況のもと、
自然資源管理・利用はいかに行われていたの

かについて実態を掘り起こすことを目指す。 
（２）地方文献と聞き取り調査による在地

慣行の実態の解明。地方文献の収集・読解に
ついては、浙江の江蘇の県市級図書館・檔案
館において、地方檔案や地方紙などを精査し、
民国期～1950 年代にかけての関連史料を抽
出する。とりわけ、山地や水面の境界をめぐ
る紛争の記録に注目した。文献に十分には表
れない、在地における自然資源に関する権
利・義務意識については、基層幹部を務めた
人物を中心として、聞き取り調査などの現地
調査を実施して不足を補う。 
（３）自然資源管理・利用からみた基層社

会構造の歴史的変容。太湖流域を中心とする
農山漁村における共同自然資源管理・利用の
具体的事例を蓄積した後に、その背後にある
社会関係や社会構造の特質の分析に駒を進
める。農村・漁村・山村それぞれの特徴を明
らかにし、異なる類型における共通点と相違
点を明らかにした上で、これらを総合的に捉
える枠組みについて初歩的な検討を行う。 
 
３．研究の方法 
 
（１）分析枠組み及び手法上で最も顕著な

のが、中国基層社会史研究を軸としつつ、環
境史的な観点やローカルコモンズ論をはじ
めとする視点を導入して、太湖流域の農村・
漁村・山村における共同自然資源管理・利用
の実態とその背後にある社会関係や社会構
造の特質を分析するという手法を採った。主
要命題は、①伝統中国期の基層社会における
共同性はどのような形で成立していたのか、
②国家による基層社会の再編によってかか
る共同性がどのように変化したのか、の 2点
である。 
（２）種々の地方文献の収集・分析も主要

な方法の一つである。本研究開始以前に既に
収集していた新聞資料から関連記事を抽出
する作業を進めるのと同時に、従来までの調
査で存在を確認した呉江県や青浦県の市鎮
で発行された新聞の関連記事を調査するこ
とを目指した。また、地方檔案館における公
文書の調査・収集では、もっとも手薄であっ
た山村に重点を置き、浙江省檔案館や建徳市
檔案館を主要な調査対象とした。 
(３)フィールドワークでは次の三点に重

点を置くこととした。①口述調査。事前に十
分な予備調査を行い、定点観測を実施する対
象としたいくつかの村において老幹部や老
農民に口述調査を実施することである。解放
前の情況を知る老人は既に 80 歳を超えてお
り、調査は急務であるからである。②景観調
査。文献史料や口述調査で言及された地名等
を確認したり、生態環境の実態を把握したり
するために必要な作業である。③エゴ・ドキ
ュメントの収集。中華人民共和国成立後に基
層幹部を務めた人物が残した日記や回想録、
家計簿屋帳簿といったエゴ・ドキュメントを
積極的に発掘することに務めた。 



４．研究成果 
 

（１）本研究課題で得られた成果を総括す
ると、以下の二点に大別される。第一は、近
代太湖流域農漁村における自然資源管理の
背景にある基層社会構造や文化的社会的統
合に関する調査・研究の進展である。この点
については、農村や漁村における社会組織や
文化統合に関する調査・分析に重点を置いた。
農村については、土地売買、金銭の貸借、水
利などの側面において緩やかな共同性を有
するに過ぎなかった点、個別に築かれた関係
も大きな位置をしめた点にも商業化が高度
に進展した江南農村の特徴を踏まえつつ、い
わば「個人事業主」が折り結ぶ関係の網とも
言える近代江南の状況についてさらなる実
証分析を加えた。水上民社会についても、漁
業や水運業といった生業や信仰生活につい
て、太湖流域及び銭塘江流域の状況に即して
調査・分析を深化させた。 
 山村については、従来の蓄積が必ずしも十
分ではなかったため、 文献調査においても
フィールドワークにおいても、基礎的な事実
の発掘に努めた。特に浙江省建徳市、桐蘆県、
龍泉市の山村におけるフィールドワークに
重点を置き、その結果、宗族組織との関連に
おいて議論が進められてきた明清期～近代
期に至る時期の山林管理や利用について、銭
塘江流域の山地・山林所有において族産が占
める割合は多くなく、個人地主の所有が多く
を占めたこと、また寧波の資本家など外部の
資本家による山林所有が進展していたこと
が明らかにできた。かような山林所有状況に
おいてローカルコモンズはどのように成立
しうるのか、換言すれば、「私」の中におけ
る「共」とはいかなる形態を採ったのかにつ
いても基礎的な知見を得た。 
（２）本研究において導入した方法論上の試
みの一つに地方文献史料の蒐集と活用があ
る。先ず、地方文献史料収集・分析の前提と
なる概括的な史料については、中国第一歴史
檔案館や台湾国史館などにおいて、清代・中
華民国期の林政や山林を巡る紛争処理に関
する史料を収集し、各自の問題関心に沿って
分析を行った。 
地方文献調査については以下の如き活動

を行った。まず、太湖流域農漁村の基層社会
構造に関する調査では、蘇州市図書館、蘇州
市檔案館、呉江図書館、呉江檔案館、上海市
檔案館、上海図書館、浙江省図書館などにお
いて、地方志、地方新聞、地方檔案の調査・
蒐集を実施した。また、地方文献の編者や執
筆者を可能な限り訪問し、執筆情報の出典に
までさかのぼることに務めた。銭塘江流域の
山村については、建徳市檔案館、桐蘆県檔案
館、浙江省図書館を中心として、民国期～
1950 年代における社会主義改造、集団化に関
する檔案史料などを集中的に収集した。これ
らは膨大な量にのぼるため、先行研究や他の
史料群を参照しつつ整理・分析をすることが

今後の課題である。 
（３）方法論上のもう一つの特徴はフィール
ド調査である。研究代表者が従来参加してき
たフィールド調査においても口述調査に重
点を置いてきており、本課題でも積極的に行
った。口述調査の成果は次の通りである。太
湖流域農村において文化的統合の核となる
民間信仰や芸能についての聞き取り調査を、
芸人や宗教職能者、老農民に対して実施した。
銭塘江流域山村については、土地改革期にお
ける土改小組の幹部経験者、集団化期おける
生産隊会計担当者などから、中華民国期～
1980 年代における山林利用に関する聞き取
り調査を実施した。 
 本課題におけるフィールドワークにおい
ては当初予定していなかった収穫を得るこ
とが出来た。それは種々の民間所蔵資料の収
集、特にエゴ・ドキュメントの収集である。
これらは、元生産隊会計が保管していた生産
隊の帳簿や、他の元生産隊会計が執筆した
種々のエゴドキュメント（回想録、生活記録
など）などからなる貴重な史料群である。こ
れらの詳細な分析を通じて、中華人民共和国
期の山村における労働・生活に関する微視的
な研究が可能になろう。 
（４）本課題では海外での調査に加えて、海
外の研究者との学術交流や研究成果の発信
にも力を注いだ。2014 年 7月には「中国の山
区社会と流域史」シンポジウムを、2016 年 7
月には、第 2回「中国の山区社会と流域史」
シンポジウム及び「江南地域社会史研究の回
顧と展望」ワークショップを、海外の研究者
を複数名招聘して実施した（『近現代太湖流
域農山漁村における自然資源管理に関する
現地調査』）。研究代表者が進めてきた江南地
方の地域性を明らかにしつつ、他の地域との
比較を行うための材料や分析枠組みを検討
し、中国基層社会史研究をより高い次元に進
めるための論点を洗い出すことが出来た。 
 また、研究成果の発信においては、メンバ
ーが多数の成果を生み出したことは以下に
掲げるが如きである、 
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